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1. 本⽂章の注意点 
 本⽂章は、「妊婦の⾎中重⾦属元素（鉛、カドミウム、⽔銀）濃度と妊娠⾼⾎圧症候
群の関連について︓⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」の報道発
表を補⾜することを⽬的として作成したものです。内容は、著者の⾒解であり、環境省
および国⽴環境研究所の⾒解ではありません。 
 
2. Q & A 
Q: これまでの研究ではどのような結果が出ていたのでしょうか。 
A: カナダの妊婦を対象とした研究では、妊娠初期に⾎中鉛濃度や⾎中ヒ素濃度が⾼い
程、妊娠⾼⾎圧症候群の発症リスクが⾼まりました[1]。⼀⽅、妊娠初期および後期の
⾎中カドミウム濃度や⾎中⽔銀濃度と妊娠⾼⾎圧症候群の関連はありませんでした[1]。
その他の研究では、⾎中鉛濃度、カドミウム濃度、⽔銀濃度と妊娠⾼⾎圧症候群の関連
があるものやないものがありました[2–5]。研究間で結果が異なる理由として、国によ
って平均⾎中重⾦属濃度（または重⾦属にさらされている量）が異なること、妊娠中の
⾎液検査のタイミングが違うこと、参加者が⽐較的少数であったこと等が挙げられます。 
 
Q: この研究結果はどのように解釈すべきでしょうか。 
A: この研究により、⾎中重⾦属元素濃度と妊娠⾼⾎圧症候群は関連がある可能性が⽰
されました。⾎中重⾦属元素濃度は重⾦属にさらされている量を反映していると考えら
れ、重⾦属にさらされている量が多い妊婦は、妊娠⾼⾎圧症候群の発症リスクが⾼い可
能性があります。ただし、本研究では重⾦属元素を測定した時期と妊娠⾼⾎圧症候群発
症の時期が重なっていることから、原因と結果の関係が逆転している可能性があります。
つまり、妊娠⾼⾎圧症候群を発症したことによって、重⾦属元素の⾎中濃度が⾼くなっ
た可能性があります。重⾦属にさらされる量を減らすことで、妊娠⾼⾎圧症候群のリス
クを低下させることができるか、今後さらなる研究が必要と考えられます。 
 
Q: 妊娠⾼⾎圧症候群のリスクを⾼める他の要因の影響は考慮されているのでしょう
か。 
A: はい、考慮しています。⾎中重⾦属元素濃度と妊娠⾼⾎圧症候群の関係を正確に評
価するためには、両者に影響を及ぼす可能性のあるものを考慮した解析を⾏う必要があ
ります。この研究では、過去の研究の結果を踏まえ、妊婦の年齢、妊娠前のボディマス
指数 （BMI）、教育歴、喫煙歴、出産回数 （初産婦または経産婦）、サプリメントの使⽤、
⾷事の質を考慮した解析を⾏いました。 
 
Q: ボディマス指数（BMI）とは何でしょうか。 
A: 体格を表す指標で、体重を⾝⻑の２乗で割った数値のことを指します。本研究では、
18.5 kg/m2 未満を「やせ」、18.5–22.9 kg/m2 を「標準体重」、23 kg/m2 以上を 「肥
満」と定義しました。 
 



Q: 鉛、カドミウム、⽔銀にさらされる量を減らすにはどうしたらいいでしょうか。 
A: 重⾦属にさらされる量を減らす⽅法については、まだはっきり分かっていません。
また、これまでのエコチル調査研究では、特定の⾷品と妊婦の⾎中の重⾦属元素濃度の
関連は弱く[6]、⾷品以外の経路（飲料⽔、⼤気、⼟壌、消費者製品、家庭⽤品など）を
含めて妊婦が重⾦属にどのようにさらされているかはまだはっきりしていません。その
ため、重⾦属にさらされる量を減らす⽅法についてさらなる研究が必要です。 

なお、⿂介類は良質なたん⽩質やオメガ３脂肪酸、カルシウムなどの健康に必要な栄
養素が含まれているため、積極的に⾷べることが推奨されています。しかし、⼀部の⼤
型の⿂にはメチル⽔銀濃度が⾼いものがあり、例えば、キンメダイ、メカジキ、クロマ
グロ、メバチマグロなどは⼀回に⾷べる量を 80 g とし、妊婦は１週間に１回までを⽬
安とすることが推奨されています[7]。⼩型の⿂は摂取を控える必要はないと⾔われて
います。より詳しい情報については、下記の⾷品安全委員会のウェブサイトをご参照く
ださい。 
 
・ 「「鉛」の評価書に関する情報」 
https://www.fsc.go.jp/osirase/lead_and_health_assessment.html  
 
・ 「⾷品からのカドミウム摂取の現状に係る安全性確保について」 
https://www.fsc.go.jp/hyouka/cadmium.html  
 
・ 「⿂介類等に含まれるメチル⽔銀に関する⾷品健康影響評価について」 
https://www.fsc.go.jp/hyouka/methylmercury.html  
 
・ 「お⺟さんになるあなたと周りの⼈たちへー妊娠の前から気をつけたい⾷べ物のこと」 
https://www.fsc.go.jp/okaasan.html 
 
Q: 出⽣コホート調査とは何でしょうか。 
A: ある時期に⽣まれた⼦どもたちの集団（コホート）を、⻑い年⽉にわたって追跡し、
調査を⾏う研究の⽅法のことです。「エコチル調査」も出⽣コホート調査の⼀種です。 
 
Q: エコチル調査とは何ですか。 
A: エコチル調査とは、⽇本各地で約 10 万組の⼦どもたちとその両親が参加している
⼤規模な疫学調査「⼦どもの健康と環境に関する全国調査」の略称です。エコチル調査
は環境省の後援で⾏われています。エコチル調査の⽬的は、環境要因が⼦どもたちの成
⻑・発達に及ぼす影響を明らかにすることです。 
 
Q: 疫学調査とは何ですか。 
A: 疫学調査とは、⼈を対象に、ある２つの事柄の関連を統計学的に調べる調査のこと
を指します。例えば、喫煙と肺がんの関連を調べることは、疫学調査の⼀つです。 
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